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設定来の運⽤状況と
今後の運⽤⽅針
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※上記は過去の実績および当資料作成時点の運⽤⽅針であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。今後、予告
なく変更する場合があります。

※ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。詳しくは8ページをご覧ください。

（注1）基準価額は1万⼝当たり、信託報酬控除後。当ファンドは2023年12⽉20⽇現在において分配を⾏っておりません。
（注2）世界株式はMSCI AC ワールドインデックス（配当込み、円ベース）。世界株式は基準価額算出⽇前⽇の指数値と基準価額算出⽇の為替

レートから円換算値を算出し指数化しています。同インデックスは当ファンドのベンチマークではありません。
（出所）Bloombergのデータを基に委託会社作成
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世界株式 当ファンド

平素より 「ブランディワイン・グローバルバリュー株式ファンド」（以下、当ファンド）をご愛顧賜り、厚く御礼申し上
げます。
以下、当ファンドの実質的な運⽤を担当する、ブランディワイン・グローバル・インベストメント・マネジメント・エルエル
シー（以下、ブランディワイン）からの情報等を基に、当ファンドの運⽤状況、今後の⾒通しと運⽤⽅針等をご報
告いたします。

当ファンドは2023年1⽉以降は概ね上昇傾向で推移し、12⽉には設定来⾼値を更新しま
した。設定来パフォーマンス（2021年8⽉30⽇（設定⽇前⽇）〜2023年12⽉20⽇）
は33.8％となりましたが、世界株式（円ベース）の35.1％を下回りました。
⾜元、市場をけん引している⽶国のIT関連銘柄の⼀部は割⾼とみられ、今後は当ファンドで
保有するバリュー銘柄が優位となる可能性を有していると考えます。
⽶国は現在の経済状況等から引き続き相対的に低い組⼊⽐率を継続、欧州・中国・⽇本は
⾼めの組⼊⽐率を継続します。

当資料のポイント

基準価額と世界株式（円ベース）の推移

13,512ポイント

（2023年12⽉20⽇現在）

13,378円

＜2021年8⽉30⽇（設定⽇前⽇）〜2023年12⽉20⽇＞

（年/⽉）

（円・ポイント）

2023年

※2021年8⽉30⽇を10,000円として指数化

ブランディワイン・
グローバルバリュー株式ファンド
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（注1）騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
（注2）世界株式はMSCI AC ワールドインデックス（配当込み、円ベース）。世界株式は基準価額算出⽇前⽇の指数値と基準価額算出⽇の為替レート

から円換算値を算出し指数化しています。同インデックスは当ファンドのベンチマークではありません。
（注3）業種はGICS（世界産業分類基準）による分類。
（注4）基準価額への寄与額は、株式部分（為替影響考慮前）の基準価額に対する寄与額。
（出所）ブランディワイン、Bloombergのデータを基に委託会社作成

※上記は過去の実績であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。
※上記は、2023年11⽉末までの間に当ファンドにおいて保有実績のあった銘柄（売却済のものも含みます）であり、当ファンドにおいて当該銘柄を今後も保

有するとは限りません。また、当該銘柄を推奨するものではありません。

 設定来パフォーマンス（2021年8⽉30⽇（設定⽇前⽇）〜2023年12⽉20⽇）は33.8％と堅調な推移
となっています。世界株式（円ベース）の35.1％をやや下回りました。

 当ファンドの設定当初においては、コロナショック後の世界経済回復の恩恵が期待される銀⾏株や景気敏感銘柄の
組⼊れを増やしました。2022年に⼊り、ウクライナ情勢や中国のゼロコロナ政策を受け、割安と判断した欧州および
中国の組⼊れを増やしました。設定から2022年までの当ファンドのパフォーマンスは4.8％となり、世界株式
（円ベース）を上回りました。

 2023年1⽉以降は、⾦利差拡⼤等を背景に、⽶ドルやユーロ、英ポンド等に対して円安が進⾏したことなどがプ
ラス寄与し、当ファンドは27.7％（2023年12⽉20⽇現在）と上昇しました。「マグニフィセント・セブン」と呼ば
れる⽶国の超⼤型IT関連銘柄が年初来⼤きく上昇する中、⽶国の情報技術セクターの組⼊⽐率を相対的に
低くしたことや、中国株式市場全体が下落する中で中国の組⼊⽐率を相対的に⾼くしたことなどがマイナス寄与し、
世界株式（円ベース）を下回りました。

 セクター別でみると、設定来でエネルギー価格上昇の恩恵を受けたエネルギー、保有している欧州の銀⾏や⽶国
の⼤型銀⾏がけん引した⾦融などがプラス寄与しました。⼀⽅、⼀般消費財・サービス関連に含まれるeコマース
や住宅販売などの銘柄がマイナスに寄与しました。

設定来の当ファンドのパフォーマンスは33.8％プラス

＜基準価額への寄与額 上位3業種＞
（2021年8⽉31⽇〜2023年11⽉30⽇）

順位 業種 寄与額（円）

1 エネルギー 332

2 コミュニケーション・サービス 225

3 ⾦融 146

順位 業種 寄与額（円）

1 ⼀般消費財・サービス -420

2 不動産 11

3 公益事業 22

＜基準価額への寄与額 下位3業種＞
（2021年8⽉31⽇〜2023年11⽉30⽇）

当ファンド 世界株式

設定⽇前⽇（2021年8⽉30⽇）〜2022年 4.8 2.5
2023年（2023年12⽉20⽇まで） 27.7 31.8

＜期間別騰落率（％）＞

＜基準価額への寄与額 上位10銘柄＞
（2021年8⽉31⽇〜2023年11⽉30⽇）

順位 銘柄名 業種 寄与額（円）

1 カナディアン・ナチュラル・リソーシズ エネルギー 123

2 コノコフィリップス エネルギー 108

3 サブシー７ エネルギー 100

4 サンタンデール銀⾏ ⾦融 91

5 ホライゾン・セラピューティクス ヘルスケア 84

6 ドイツテレコム ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ｻｰﾋﾞｽ 82

7 オートリブ ⼀般消費財・サービス 77

8 ハンツマン 素材 62

9 マイクロン・テクノロジー 情報技術 61

10 BNPパリバ ⾦融 61
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※上記は過去の実績および将来の予想であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。
※上記は2023年11⽉末現在の保有銘柄であり、当該銘柄を当資料作成時点で保有している、あるいは今後も保有を継続するとは限りません。また、当該銘柄を

推奨するものではありません。

（注1）バリュー株はMSCI AC ワールド バリュー指数、グロース株はMSCI AC ワールド グロース指数、いずれも配当込み、⽶ドルベース。いずれも当
ファンドのベンチマークおよび参考指数ではありません。相対株価は1998年12⽉末を100として指数化した各指数を使⽤。

（注2）予想PERは、2023年11⽉末現在のBloomberg予想。ポートフォリオ全体の予想PERは、各組⼊銘柄の数値を加重平均した値。
（注3）アリババ・グループ･ホールディングは3⽉期決算、アリババ・グループ･ホールディング以外の銘柄は12⽉期決算。
（出所）ブランディワイン、Bloombergのデータを基に委託会社作成
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バリュー株は、今後優位な展開となる可能性

 ⾜元、FRB（⽶連邦準備制度理事会）の⾦融引締めなどによる⾦利上昇がピークを打ったとの⾒通しが広
まる中で、⽶国の超⼤型IT関連のグロース株が選好され、バリュー銘柄は劣後しました。

 当ファンドのポートフォリオ全体の予想PER（株価収益率）は10倍程度であり、割安な銘柄を分散して保
有しています。⾜元、世界株式市場全体のリターンをけん引している⽶国のIT関連銘柄の⼀部は割⾼とみられ、
今後の市場⾒通しのわずかな変化にも脆弱であると考えており、今後は当ファンドで保有するバリュー銘柄が優
位となる可能性を有しているといえます。

 現状では楽観的な⽶国経済への⾒通しが⼤きく変わる（悪化する）ことを想定して、当ファンドでは⽶国は相
対的に低い組⼊⽐率を継続しています。保有する⽶国銘柄の多くは景気変動の影響を受けにくいディフェンシブ
銘柄であることに加え、⼀部保有している景気変動の影響を受けやすいシクリカル銘柄も強固なバランスシート
によって、景気後退⼊りにも耐性があると考えています。

 また、実際に景気後退⼊りした場合、これまで期待先⾏で買われていた銘柄が⼤きく売り込まれて割安となること
も予想されるため、投資機会になると考えています。

＜バリュー株の相対株価と
PBR（株価純資産倍率）の差の推移＞

（1998年12⽉末〜2023年11⽉末、⽉次）

（年/⽉）

（倍）

バリュー株/グロース株（右軸）
PBRの差（グロース株ーバリュー株）（左軸）
当該期間のPBRの差の平均（左軸）

（ポイント）
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＜組⼊上位10銘柄の
予想PER（株価収益率）＞

（2023年11⽉末現在）

順位 銘柄名 予想PER
（倍）

1 サンゴバン 8.2

2 BNPパリバ 6.8

3 百度（バイドゥ） 7.9

4 サンタンデール銀⾏ 9.7

5 CVSヘルス 6.0

6 アリババ・グループ・
ホールディング 7.2

7 ドイツ・テレコム 11.2

8 デルタ航空 6.0

9 BP 11.7

10 エアキャップ・
ホールディングス 6.7

ポートフォリオ全体の予想PER 10.4倍
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（注1）世界バリュー株はMSCI AC ワールド バリュー指数。当ファンドのベンチマークおよび参考指数ではありません。
（注2）当ファンドの主な国・地域の組⼊⽐率は、純資産総額を100％として計算。
（注3）上記の主な国・地域の組⼊⽐率のうち、当ファンドの分類は法⼈登録国ベース。ただし、租税回避地のケイマン諸島に分類される銘柄は、その

所在国・地域を明確にするため、Bloombergのリスク所在国または地域の分類により、中国に再分類しています。2023年11⽉末の当ファンド
の組⼊銘柄のうち、上記の銘柄以外で、Bloombergのリスク所在国または地域の分類上で中国に分類される銘柄はありません。

（出所）ブランディワイン、FactSetのデータを基に委託会社作成
※上記は過去の実績および当資料作成時点の⾒通しならびに運⽤⽅針であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

今後、予告なく変更する場合があります。

今後の市場⾒通しと運⽤⽅針

 ⽶国は景気循環の後半に差し掛かっており、これまでのFRBによる積極的な⾦
融引締めによって、堅調な景気も突然失速する可能性もあると考えます。当ファ
ンドでは引き続き⽶国を相対的に低い組⼊⽐率とし、保有する銘柄もディフェ
ンシブ銘柄を中⼼としています。

 欧州市場の株価は悲観的な経済⾒通しを織り込んでいるとみられ、今後も財
政刺激策による経済の下⽀えが期待されることから⾼めの組⼊⽐率を継続しま
す。特に多国籍企業（本社は欧州）およびグリーン・ディール（環境保全な
どの産業分野に投資を⾏い、経済活性化を⽬指す政策）による恩恵が⾒込
まれる銘柄などを中⼼に、質が⾼く⼤型の銘柄を選好しています。

 中国は世界で最も割安な市場の⼀つと考えられます。ほかの主要市場と異なり、
⾦融・財政緩和を進めており、市場サイクルも異なることから⾼めの組⼊⽐率
を継続します。特に、世界の同業他社に⽐べて割安と思われるテクノロジー・セク
ターを選好します。

 ⽇本は、円が割安となっていると判断し、外貨による収益を獲得する輸出関連
よりも、内需銘柄に注⽬しています。また、中国の景気回復の恩恵を享受する
とみられ、⾼めの組⼊⽐率を継続します。

 今後の投資機会（⾦融引締めによる景気後退など）に迅速に対応できるよう、
市場動向を注視しています。⽶国に限らず、投資家の懸念が拡⼤してファンダメ
ンタルズよりも⼤きく売られるバリューの機会を探っていく⽅針です。

ブランディワイン
ポートフォリオ･マネージャー 兼
ファンダメンタル・リサーチ部⾨
ディレクター
ジム・クラーク⽒

＜主な国・地域の組⼊⽐率（％）＞
（2023年11⽉末現在）
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（注1）業種はGICS（世界産業分類基準）による分類。
（注2）組⼊⽐率は当ファンドの純資産総額を100％として計算。
（注3）国・地域別構成⽐率、業種別構成⽐率は、当ファンドの純資産総額を100％として計算。
（注4）四捨五⼊の関係上、構成⽐率の合計が100%にならない場合があります。
（出所）ブランディワイン、Bloombergのデータを基に委託会社作成

※上記は2023年11⽉末現在の当ファンドのポートフォリオ概要であり、将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

ポートフォリオ概要（2023年11⽉末現在）

順位 銘柄 国・地域 業種 組⼊⽐率
（%）

銘柄概要

1 サンゴバン フランス 資本財・サービス 2.9 ガラス製品、⾼性能素材、建設資材のメーカー

2 BNPパリバ フランス ⾦融 2.8 フランスの銀⾏、グローバルで事業を展開

3 百度（バイドゥ） ケイマン
諸島

コミュニケーション・
サービス 2.5 中国のインターネット検索サイトを運営

4 サンタンデール銀⾏ スペイン ⾦融 2.5 スペインの銀⾏、グローバルで事業を展開

5 CVSヘルス ⽶国 ヘルスケア 2.4 ⽶国のドラッグストアチェーン・ヘルスケア⼤⼿

6 アリババ・グループ･
ホールディング

ケイマン
諸島

⼀般消費財・
サービス 2.3 中国の電⼦商取引のプラットフォーマー

7 ドイツ・テレコム ドイツ コミュニケーション・
サービス 2.2 各種通信サービスを提供する通信キャリア

8 デルタ航空 ⽶国 資本財・サービス 2.1 ⽶国の⼤⼿航空会社

9 BP 英国 エネルギー 2.1 英国を拠点に⽯油・天然ガス事業を展開

10 エアキャップ・
ホールディングス オランダ 資本財・サービス 2.1 ダブリンに拠点を置く航空機リース⼤⼿

＜組⼊上位10銘柄＞

＜国・地域別構成⽐率（％）＞ ＜業種別構成⽐率（％）＞

（組⼊銘柄数:70）
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ファンドの特⾊
1. ブランディワイン・グローバルバリュー株式マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）への投資を通じて、実質的に⽇本を含む世界の取

引所に上場している株式に投資します。
●不動産投資信託（REIT）、DR（預託証書）等を含みます。

2. マクロ分析に基づくトップダウンの国・通貨の投資判断とボトムアップの個別銘柄分析を組み合わせ、割安と判断した企業の株式に投資を⾏い
ます。

3. 実質的な運⽤は、ブランディワイン・グローバル・インベストメント・マネジメント・エルエルシーが⾏います。
●マザーファンドの運⽤にあたっては、ブランディワイン・グローバル・インベストメント・マネジメント・エルエルシーに運⽤の指図に関する権限の⼀部
　 を委託します。

4. 実質組⼊外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを⾏いません。
●基準価額は為替変動の影響を受けます。

※ 資⾦動向、市況動向等によっては、上記のような運⽤ができない場合があります。

投資リスク
基準価額の変動要因

●当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資者の投資元本は保証されているもの
   ではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。
●運⽤の結果として信託財産に⽣じた利益および損失は、すべて投資者に帰属します。
●投資信託は預貯⾦と異なります。また、⼀定の投資成果を保証するものではありません。
●当ファンドの主要なリスクは以下の通りです。

■ 株式市場リスク
【株価の下落は、基準価額の下落要因です】
内外の経済動向や株式市場での需給動向等の影響により株式相場が下落した場合、ファンドの基準価額が下落する要因となります。また、
個々の株式の価格はその発⾏企業の事業活動や財務状況等によって変動し、株価が下落した場合はファンドの基準価額が下落する要因と
なります。

■ 信⽤リスク
【債務不履⾏の発⽣等は、基準価額の下落要因です】
ファンドが投資している有価証券や⾦融商品において債務不履⾏が発⽣あるいは懸念される場合、またはその発⾏体が経営不安や倒産等
に陥った場合には、当該有価証券や⾦融商品の価格が下がったり、投資資⾦を回収できなくなったりすることがあります。これらはファンドの基
準価額が下落する要因となります。

■ 為替変動リスク
【円⾼は基準価額の下落要因です】
外貨建資産への投資は為替変動の影響を受けます。ファンドが保有する外貨建資産の価格が現地通貨ベースで上昇する場合であっても、
当該現地通貨が対円で下落する（円⾼となる）場合、円ベースでの評価額が下落し、基準価額が下落することがあります。

■ カントリーリスク
【投資国の政治・経済等の不安定化は、基準価額の下落要因です】
海外に投資を⾏う場合には、投資先の国の政治・経済・社会状況の不安定化、取引規制や税制の変更等によって投資した資⾦の回収が
困難になることや、その影響により投資する有価証券等の価格が⼤きく変動することがあり、基準価額が下落する要因となります。

■ 流動性リスク
【市場規模の縮⼩・取引量の低下により、不利な条件での取引を余儀なくされることは、基準価額の下落要因です】
有価証券等を⼤量に売買しなければならない場合、あるいは市場を取り巻く外部環境に急激な変化があり、市場規模の縮⼩や市場の混乱
が⽣じた場合等に、⼗分な数量の売買ができなかったり、通常よりも不利な価格での取引を余儀なくされることがあります。これらはファンドの基
準価額が下落する要因となります。



販売⽤資料

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を
必ずご覧ください。 7/9

その他の留意点
〔分配⾦に関する留意事項〕

○ 分配⾦は、預貯⾦の利息とは異なり、ファンドの純資産から⽀払われますので、分配⾦が⽀払われると、その⾦額相当分、基準価額は下がり
ます。

○ 分配⾦は、計算期間中に発⽣した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて⽀払われる場合があります。そ
の場合、当期決算⽇の基準価額は前期決算⽇と⽐べて下落することになります。また、分配⾦の⽔準は、必ずしも計算期間におけるファンド
の収益率を⽰すものではありません。

○ 投資者のファンドの購⼊価額によっては、分配⾦の⼀部または全部が、実質的には元本の⼀部払戻しに相当する場合があります。ファンド購
⼊後の運⽤状況により、分配⾦額より基準価額の値上がりが⼩さかった場合も同様です。

● 投資対象国によっては、有価証券の売買を⾏う際の売買益等に対して課税される場合があります。将来、これらの税率や課税⽅法が変更さ
れた場合、または新たな税制が適⽤された場合、基準価額に影響を及ぼすことがあります。

● ファンドは、⼤量の解約が発⽣し短期間で解約資⾦を⼿当てする必要が⽣じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変した場合等
に、⼀時的に組⼊資産の流動性が低下し、市場実勢から期待できる価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。
これにより、基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性、換⾦申込みの受付けが中⽌となる可能性、既に受け付けた換⾦申込みが取り消し
となる可能性、換⾦代⾦のお⽀払いが遅延する可能性等があります。

お申込みメモ
購⼊単位

1万円以上1円単位
投信⾃動積⽴の場合︓1万円以上1千円単位

購⼊価額
購⼊申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額

購⼊代⾦
三井住友銀⾏の定める期⽇までにお⽀払いください。

換⾦単位
1円以上1円単位

換⾦価額
換⾦申込受付⽇の翌営業⽇の基準価額

換⾦代⾦
原則として、換⾦申込受付⽇から起算して5営業⽇⽬からお⽀払いします。

信託期間
無期限（2021年8⽉31⽇設定）

決算⽇
毎年8⽉15⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）

収益分配
決算⽇に、分配⽅針に基づき分配⾦額を決定します。
ただし、委託会社の判断により分配を⾏わない場合もあるため、将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について保証するものではありません。

課税関係
●課税上は株式投資信託として取り扱われます。
●公募株式投資信託は税法上、NISA（少額投資⾮課税制度）の適⽤対象であり、2024年1⽉1⽇以降は⼀定の要件を満たした場合に
　 限りNISAの適⽤対象となります。当ファンドは、2024年1⽉1⽇以降のNISAの「成⻑投資枠（特定⾮課税管理勘定）」の対象となる予
　 定ですが、販売会社により取扱いが異なる場合があります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。
●配当控除および益⾦不算⼊制度の適⽤はありません。

お申込不可⽇
以下のいずれかに当たる場合には、購⼊・換⾦のお申込みを受け付けません。
●ニューヨークの取引所の休業⽇
●ロンドンの取引所の休業⽇
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ファンドの費⽤
投資者が直接的に負担する費⽤

○ 購⼊時⼿数料
購⼊時⼿数料（消費税込）は、購⼊代⾦《購⼊⾦額（購⼊価額〔1⼝当たり〕×購⼊⼝数）に購⼊時⼿数料（消費税込）を加算した
額》に応じて、以下の⼿数料率を購⼊⾦額に乗じて得た額となります。
（購⼊代⾦）　　　　　　 　 　　 　　（⼿数料率）
1億円未満・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3.30％（税抜き3.00％）
1億円以上5億円未満・・・・・・・・・・・・1.65％（税抜き1.50％）
5億円以上10億円未満・・・・・・・・・・・0.825％（税抜き0.75％）
10億円以上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.55％（税抜き0.50％）
※分配⾦の再投資により取得する⼝数については、購⼊時⼿数料はかかりません。

○ 信託財産留保額
ありません。

投資者が信託財産で間接的に負担する費⽤
○ 運⽤管理費⽤（信託報酬）

ファンドの純資産総額に年1.727％（税抜き1.57％）の率を乗じた額です。
○ その他の費⽤・⼿数料

以下のその他の費⽤・⼿数料について信託財産からご負担いただきます。
●監査法⼈等に⽀払われるファンドの監査費⽤
●有価証券の売買時に発⽣する売買委託⼿数料
●資産を外国で保管する場合の費⽤　　　等
※上記の費⽤等については、運⽤状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を⽰すことができません。
※監査費⽤の料率等につきましては請求⽬論⾒書をご参照ください。

※ 上記の⼿数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表⽰することができません。

税⾦
分配時

所得税及び地⽅税　配当所得として課税　普通分配⾦に対して20.315％
換⾦（解約）及び償還時

所得税及び地⽅税　譲渡所得として課税　換⾦（解約）時及び償還時の差益（譲渡益）に対して20.315％

※ 個⼈投資者の源泉徴収時の税率であり、課税⽅法等により異なる場合があります。法⼈の場合は上記とは異なります。
※ 外国税額控除の適⽤となった場合には、分配時の税⾦が上記と異なる場合があります。
※ 税法が改正された場合等には、税率等が変更される場合があります。税⾦の取扱いの詳細については、税務専⾨家等にご確認されることを

お勧めします。

委託会社・その他の関係法⼈等
委託会社 ファンドの運⽤の指図等を⾏います。

　三井住友DSアセットマネジメント株式会社　　　⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第399号
　加⼊協会　　 ︓　⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、
　　　　　　　　　　　　⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会
　ホームページ　︓　https://www.smd-am.co.jp
　コールセンター ︓　0120－88－2976　［受付時間］午前9時〜午後5時（⼟、⽇、祝・休⽇を除く）

受託会社 ファンドの財産の保管および管理等を⾏います。
　株式会社SMBC信託銀⾏

販売会社 ファンドの募集の取扱い及び解約お申込の受付等を⾏います。
　株式会社三井住友銀⾏

投資顧問会社 マザーファンドの運⽤指図に関する権限の⼀部の委託を受け、信託財産の運⽤を⾏います。
　ブランディワイン・グローバル・インベストメント・マネジメント・エルエルシー

8/9



販売⽤資料

最終ページの「当資料のご利⽤にあたっての注意事項」を
必ずご覧ください。

作成基準⽇︓2023年12⽉29⽇

投資信託に関する留意点
● 投資信託をご購⼊の際は、最新の「投資信託説明書（交付⽬論⾒書）」および⼀体となっている「⽬論⾒書補完書⾯」を必ずご覧くだ
さい。これらは三井住友銀⾏本⽀店等にご⽤意しています。

● 投資信託は、元本保証および利回り保証のいずれもありません。
● 投資信託は預⾦ではありません。
● 投資信託は預⾦保険の対象ではありません。預⾦保険については窓⼝までお問い合わせください。
● 三井住友銀⾏で取り扱う投資信託は、投資者保護基⾦の対象ではありません。
● 三井住友銀⾏は販売会社であり、投資信託の設定・運⽤は運⽤会社が⾏います。

 当資料のご利⽤にあたっての注意事項
● 当資料は、三井住友DSアセットマネジメントが作成した資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰書類ではありません。
● 当資料の内容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、将来に関し述べられた運⽤⽅針・市場⾒通し

も変更されることがあります。当資料は三井住友DSアセットマネジメントが信頼性が⾼いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正
確性・完全性を保証するものではありません。

● 当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の⼀切の権利は、その発⾏者および許諾者に帰属します。
● 投資信託は、値動きのある証券（外国証券には為替変動リスクもあります。）に投資しますので、リスクを含む商品であり、運⽤実績は市場

環境等により変動します。したがって元本や利回りが保証されているものではありません。
● 投資信託は、預貯⾦や保険契約と異なり、預⾦保険・貯⾦保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また登録⾦融機関

でご購⼊の場合、投資者保護基⾦の⽀払対象とはなりません。
● 当ファンドの取得のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）および契約締結前交付書⾯

等の内容をご確認の上、ご⾃⾝でご判断ください。投資信託説明書（交付⽬論⾒書）、契約締結前交付書⾯等は販売会社にご請求くだ
さい。また、当資料に投資信託説明書（交付⽬論⾒書）と異なる内容が存在した場合は、最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）が
優先します。

2023/12/28

■投資信託説明書（交付⽬論⾒書）のご請求・お申込 ■資料の作成、設定・運⽤

三井住友DSアセットマネジメント株式会社
⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第399号
加⼊協会︓ ⼀般社団法⼈投資信託協会、⼀般社団法⼈⽇本投資顧問業協会、

⼀般社団法⼈第⼆種⾦融商品取引業協会

9/9



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


